






























を行い，還元変性状態として単離精製した。HPLC や MALDI-TOF/MS を用いたフォールディン
グ解析により，人工タンパク質はフォールディング中間体として，生理活性構造とは異なる
ジスルフィド架橋様式である 2つのジスルフィド異性体 (異性体 1， 異性体 2)と，生理活性
型ジスルフィド架橋様式と同じであるが違う構造である Topological 異性体を経由し，生理
活性構造へ収束することがわかった。さらに反応中間体であるジスルフィド異性体 1 と
























チド合成し，HPLCによって精製後 NMR測定に供した。また Correlated Spectroscopy スペク
トルと Nuclear Overhauser Enhancement and Exchange Spectroscopyスペクトルを用いて各
ピークの帰属を行い，構造計算を行った結果人工ペプチド Topological異性体の構造を得た。
得た構造をウログアニリンの天然型とウログアニリンの Topological 異性体の構造との主鎖
構造や活性部位の重ね合わせを行った結果，主鎖構造は全く一致せず活性部位はウログアニ
リンの Topological 異性体とほぼ一致した。これはフォールディング解析の結果とあわせ，
人工ペプチドがウログアニリンとは異なる三次構造を取っており，プロペプチド領域はこの
ような違う三次構造をも構造制御できることを明らかにした。 
